
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○基礎的・基本的な知識・技能の確実
な習得
○思考力、判断力、表現力の育成

○（学校独自成果指標）「唐津の学びス
タイル」チェックシートの評価の平均が３
以上

・「唐津の学びスタイル」を基に校内研究
の場を活用した子どもの実態に応じたア
ウトプット活動の実施 B

・「唐津の学びスタイル」チェックシートの評価の平
均は3以上であった。小、中学校ともに、個人差は
見られるが発表や話し合いを通じて自分の考えを
伝える力が向上している。引き続き、アウトプット
活動を取り入れた授業改善を進めていく。

A

・唐津の学びスタイル」に基づく授業改善を進めた結果、
チェックシートの平均は小・中学校ともに3以上を維持し
た。発表や話し合いの場面では、自分の考えを整理して
伝えようとする姿が増え、相手の意見を踏まえて考えを深
める様子も見られた。各教科でアウトプット活動が定着
し、児童生徒の表現力の向上が着実に進んでいる。

A

・子どもたちの頑張りはもちろん、先生方の工
夫や頑張りの成果が結果として出ている。

学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○道徳アンケートや人権・平和集会など
のアンケートに、自分の思いや考えを書
けた児童生徒９０％以上

・道徳や人権・平和集会に関するアン
ケート、心の健康アンケートの実施
・道徳科の授業づくりや評価に関する小
中部会等の実施

A

・振り返りのアンケートにおける記述内容には、
「友達の気持ちを考えるようになった」「正しいこと
をする勇気を持ちたい」など、内面の成長がうかが
える言葉が多数見られた。
・道徳授業研究会を6月、10月に実施。教員から
「授業後の振り返りが深まっている」「集会後に行
動の変化が見られる」との声が寄せられている。

A

・振り返りのアンケートから、自分の思いや考えを書
けた児童生徒は９０％以上であった。人権や平和を
自分自身の問題として捉え、日常生活の中でどのよ
うに行動すべきかを具体的に考えることができ、思
考の深まりと内面の大きな成長がうかがえた。
・授業や様々な集会を通して、児童生徒は自分の考
えを根拠を基に述べることができるようになってき
た。

A

・発表や話し合いの場を仕組み、子どもの力
を引き出されているところはすばらしい。これ
からも続けてほしい。

道徳教育推進教師
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教師９０％以上

・生徒の情報をすぐに職員で共有し、必
要に応じて対応を行う。
・いじめ、生徒の情報交換・協議につい
ての研修と会議を年間に３回以上行う。
・いじめ防止基本方針（R7.４月改）の共
通理解を図る。

A

・いじめ問題への対応に係る校内研修を実施し
た。事例を基に演習を行い、共通理解や対応への
考えが深まった。アンケートの結果、90％以上が
組織的対応ができていると回答していた。
・教育相談週間やSCから得た児童生徒の情報を
会議等で、情報共有することができた。
・会議でいじめ防止基本方針（R7.４月改）の共通
理解を図った。

A

・校内研修を通していじめ対応の共通理解が深ま
り、教職員の90％以上が組織的対応ができている
と認識するなど、対応の体制強化が進んだ。ま
た、教育相談週間やSCとの連携により児童生徒
の情報共有が円滑に行われ、早期対応につなが
る環境が整った。さらに、いじめ防止基本方針（R7
改訂）の周知を図り、学校全体としての方向性が
明確になった。

A

・大きな学校では子どもが多くて全員を集中さ
せることや生徒指導面で大変だと思う。小川
小中学校は子どもは少ないが、先生たちが
様々な方法で取り組まれていることや工夫に
よって迅速な対応ができていると思う。

生徒指導主事

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒
80％以上

・学校評価アンケートの実施
・集会等で学校目標の貢献を行った児童生
徒を褒める機会を設ける。
・将来の夢アンケートの実施
・自分の設定した課題について、学期毎に
ふり返り、肯定的な回答をした児童生徒
80％以上 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した児童生徒80％以上
・（自立・貢献・挑戦）に沿った行動を心がけた児童
生徒を、集会や掲示等で積極的に称賛した。ま
た、表彰・紹介を通じて、目標の浸透と意欲向上を
図った。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的
な回答をした児童生徒80％以上
・各学期末に、自分で設定した課題について振り
返りを実施している。肯定的な回答をした児童生
徒は90%以上

A

・児童生徒の主体的な活動（生徒会活動・係活動・ス
ピーチタイムなど）への意欲は高く、肯定的に回答した
児童生徒は80％以上に達している。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
と回答した児童生徒は 80％以上にのぼった。この結果
から、児童生徒が教師との関係に安心感をもち、落ち着
いて学校生活を送れている様子がうかがえる。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回
答をした児童生徒80％以上達成できた。「自分の夢や
目標に向かって努力しているか」については、目標設定
や努力の仕方に個人差があり、目標の可視化や学期ご
との振り返りの仕組みを整備し、意欲向上を図る必要が
ある。

A

・小さな学校だが、体験活動の多さに驚いた。
様々な活動の中で子どもちの励みにつながる
よう、地域も協力していきたいと思う。

特別活動担当
総合的な学習の時間担当

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」 〇年齢に応じた睡眠時間を確保してい
る児童生徒の割合が85％以上
〇朝食をとって登校する児童生徒の割
合が100％

・睡眠の大切さを伝え、その「質」「量」を
年間を通して身に付けさせる。
・生活習慣アンケートの実施や、朝食喫
食率の調査
・保健だよりと食育だよりの配布（本校の
健康課題やタイムリーな話題を中心に、
月に1回）
・掲示物での情報発信

A

・年齢に応じた睡眠時間を確保している児童生徒
の割合は90％以上であった。その結果を基に朝
の時間に睡眠の大切さについての話を実施した。
また、掲示物や保健だよりを活用し、児童生徒に
呼びかけた。
・朝食をとって登校する児童生徒の割合は100％
であった。毎朝の健康観察を基に、児童生徒の状
況を把握し、職員で情報共有をしている。
・保健だよりと食育だよりの配布（本校の健康課題
やタイムリーな話題を中心に、月に1回）し、掲示
物でも情報発信を行った。

A

・1月に実施した生活習慣アンケートから、年
齢に応じた睡眠時間を確保している児童生徒
の割合は83％で目標とほぼ合致した。また、
朝食をとって登校する児童生徒の割合は
100％であった。
・睡眠についての保健指導をはじめ、保健だ
より（本校の健康課題やタイムリーな話題を
中心に）や掲示物での情報発信を充実させた
ことで、健康への意識を高めることができた。

A

・それぞれの家庭の協力の成果が出ていると
思う。

保健主事
食育推進担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日の設定・部活動休養日の
設定
・行事等の統合や廃止等を行う。 B

・行事等の見直し、会議時間の設定、定時退勤日
の設定等を行った。教職員の４～10月の時間外勤
務45時間以上は０であった。また、年間年次休暇
所得14日以上は２名が達成している。引き続き年
休を取りやすい職場環境を目指す。

B

・行事等の見直し、会議時間の設定、定時退勤日
の設定等を行った。教職員の４～２月の時間外勤
務45時間以上は０であった。また、年間年次休暇
所得14日以上は13名全員達成していた。 A

・今後とも年休を取りやすい職場環境づくりを
お願いしたい。

管理職

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した教員80％以上

・特別支援教育に関する研修会実施
・生徒指導協議会での情報共有

A

・教職員アンケートにおいて、「専門性が向上した」
と回答した教員は90％以上。特別支援教育に関
する理解・実践力の向上が達成されている。今後
は、若手教員への継続的支援や、校内事例の蓄
積・共有を強化することで、さらなる専門性の向上
を目指す。

A

・教職員アンケートでは、、「専門性が向上し
た」と回答した教員は90％以上である。本校
に特別支援学級在籍者がいないことや個別
支援の難しさおよび教職員の経験差があるた
め、今後も研修の継続が必要である。

A

・今後も専門性の向上を目指してほしい。

特別支援教育
コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○思考力・判断力・表現力
の育成(小学校)

○思考力、判断力、表現力を高める学
習指導～子どもの実態に応じたアウト
プット活動を通して～

○校内研究テーマに基づき、思考力、
判断力、表現力を高める授業の研究に
取り組んだ教師90％以上

・校内研究テーマに基づいて小中がそれぞ
れに研究仮説を立てて研究を進め、授業の
展開の研究やワークシート等の開発、個に
応じた指導に取り組む。

A

・校内アンケートおよび研究記録の集計により、約
90％の教員が研究授業または実践報告に取り組
んでいることを確認。ワークシートや振り返りの工
夫により、児童の思考の流れが教師にも把握しや
すくなった。

A

・校内研究テーマに基づき、思考力、判断力、表現力を高める
授業の研究に取り組んだ教員は90％以上で、研究に主体的
に取り組んだ。
・児童意識調査の結果から、「筋道を立てて考える」「まとめる
と分かりやすくなる」といった記述が増え、学年が上がるほど
自分の考え方や伝え方を意識する児童が増加した。

A

・子どもたちのよさ、頑張りを先生方の取組に
よって引き出しているのでありがたい。

研究主任

○思考力・判断力・表現力
の育成（中学校）

○思考力、判断力、表現力の育成 ○「気になるニュース」アンケートで話を
深めることができた生徒80％以上

・「気になるニュース」を毎週実施し、柱を設定し
深まる意見を考えさせるとともに、発表者は意見
をまとめるようにさせる。
・他校との交流を積極的に進め、その中で意見
発表の機会をつくる。

A

・生徒アンケートの結果より、「話を深めることがで
きた」と回答した生徒は100%。他校との交流では、
発表の場面で緊張しながらも「伝えたいことを整理
する力」が育っている様子が見られた。

A

・生徒アンケートの結果では、「話を深めることができた」
と回答した生徒が100％に達しており、学びの充実がう
かがえた。また、他校との交流においても、発表の場面
で自分の考えを整理し、相手に伝えようとする姿が見ら
れ、「伝える力」が着実に育っていることが確認できた。

A

・他校との交流をする中での子どもたちの成
長がすばらしい。

研究主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 唐津市立小川小中学校

１　前年度

　　評価結果の概要
どの項目も、概ね達成できた。教職員の計画的な取組で、児童生徒は小川島を愛し、自分の意見を伝えることができるようになってきた。これからもそれを育むと共に、集団でも自分の考えを伝えることができるようにしていきたい。

２　学校教育目標
自立・貢献

～　挑戦する子どもたち　～

３　本年度の重点目標

(1)　基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と思考力、判断力、表現力の育成

(2)　豊かな心や創造性の涵養

(3)　小中連携による基本的生活習慣の確立

(4)　家庭・地域と連携協働する学校づくりの推進

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・どの項目も、「十分達成できている」か「おおむね達成できている」であった。
・表現の場の設定、授業の中に思考力・判断力・表現力を高める授業の工夫を継続していく。
・家庭、地域へ、学校の様々な取組の可視化、学校だより、学級便り、ホームページ、授業参観を通した情報発信を強化する。

学校関係者評価

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


